
国際科学オリンピックメダリスト表敬 

 
平成１８年８月２４日 

 

 トップ ＞ 総理の動き ＞ 平成18年8月

 
 

 平成１８年８月２４日、総理大臣官邸で、数学、物理、化学、生物、情報の各分野について
毎年夏に行われる国際科学オリンピックのメダリストの表敬を受けました。 
 本日は、国内予選を勝ち抜き、それぞれの分野で競いあい、その結果メダルを受賞した１
６名の高校生が訪問しました。 
 代表選手は挨拶の中で、世界各国の学生との国際交流など国際科学オリンピックを通じ
て貴重な体験が得られたことについて触れました。 
 小泉総理は、「皆さんが勉強に好奇心を持っているということは、日本の学生の皆さんに
刺激を与えている。」「これから、日本科学技術のが世界最先端国家であり続けるために、
数学、物理、化学、生物、情報、これからの国民生活を豊かにする、また経済を活性化す
る、世界の様々な分野で協力することはますます重要になってきます。大いに頑張ってい
ただきたいと思います。」と皆さんを激励しました。 

[総理の動き 一覧へ]  
 

映像による総理の動き・総理の記者会見は
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※ 番組をご覧いただくためには、
Windows版 Microsoft Internet 
Explorer6.0以上またはNetscape4.7
のブラウザが必要です。
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